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　ミレニアムの幕開けに伴う2000年問題や400年に1度の
閏年問題など，コンピュータ機器がすべての業種に浸透し
ていることを，今さらながら実感させられる年明けになっ
た．巷では規律の乱れによる様々な問題が噴出しているが，
医療の現場や医学界でも例外ではない．我々医学に携わる
者としても，ただ時流に乗り遅れまいとするのではなく，
本来あるべき姿を再確認し，しっかりとした根幹を持って，
かつ大局を見据えながら進んでいくことが必要であること
を痛感する．
　2000年代の最初の号を飾る58巻1号では渋谷学長の巻頭
言「グローバル化時代の医科大学」，特別講演記事として精
神科，飯森主任教授と内科学第二講座，山科主任教授の2
題を収載した．原著論文として6題症例報告を2題，さら
に外科学第5講i座の当番による第293回臨床懇話会では成人
間生体部分肝移植の検討を，また第144回医学会総会では
特別講演のほか，口演による一般演題7題，および第62回
免疫アレルギー研究会の抄録を掲載した．
　昨年より東京医科大学医学会では投稿論文奨励賞および
医学会奨励賞を設置し，より優れた医学研究論文を募集し
ている．今後も質の高い研究の推進を期待する．
（大屋敷　一馬　記）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幹事会（要旨）
1．第144回医学会総会が平成11年11月3日に開催され，
　第1回投稿論文奨励賞，医学会奨励賞の表彰式を行なつ
　たことが報告された．
2．臨床懇話会の開催報告があった．
3．査読終了後，再提出までの期間が，6ヶ月以上に亘る投
　稿論文については，期限を限定することになり，このた
　めの規定を作ることとした．
4．メディアの時代になったので，これに対応できるよう投
　稿規程を変えることとした．
（平成12年1月）
5．組織の標本については最近スケールが入っていないもの
　があるので，注意することとした．
6．医学会総会当番教室一覧表にもとづいて第145回（平成
　12年）～158回（平成18年）の当番の順序が示され，承
　認された．尚，特別な事情がある場合は申し出により変
　更することとした．
7．投稿論文奨励賞，医学会奨励賞は，第2回から，基礎と
　臨床に分けて投稿論文奨励賞，医学会奨励賞それぞれ2
　件，合計4件を授与することとした．
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